
実教出版「First Stage シリーズ 機械設計入門」正誤表（第 1 刷用） 

 本書には下記のような誤りがありました。おわびして訂正いたします。 

箇所 誤 正 

P.75 19 行目 この最大となる応力
max を縁応力という。 削除 

P.76 8 行目 縁応力 応力 

P.76 9 行目 縁応力（最大曲げ応力） 最大曲げ応力 

P.77 25 行目 縁応力 最大曲げ応力 

P.125 21 行目 トルク
1T は， トルク

1T （ねじ部トルクという）は， 

P.126 3～5 行目 

一般の締付けねじでは，ナットと座面の間の摩擦

力は大きい。この摩擦力によって余分にかかるト

ルク
NT は，おねじの外径を d とすれば，経験的

に次の式で表される。 

WdTN 2.0  

締付けねじでは，座面❶の摩擦力は大きい。この

摩擦力によるトルク
NT （座面トルクという）は，

おねじの外径を d ，座面の摩擦係数を
N とすれ

ば，近似的に次式になる❷。 

NNT 633.0  

P.126 側注  
❶座面とは，ねじ部品の締付けのさい直接荷重を

受ける面の部分を言う。 

P.126 側注  
❷経験的に 3.0≒N として WdTN 2.0≒ にする

場合もある。 

P.126 9 行目 トルクレンチ❶ トルクレンチ❸ 

P.126 側注 ❶torque wrench; ❸torque wrench; 

P.126 12～14 行目 
ナットと座面の間の摩擦力を考慮して求めよ。た

だし，ねじ面の摩擦係数を 2.0 とする。 

座面の摩擦を考慮して求めよ。ただし，ねじ面の

摩擦係数と座面の摩擦係数
N を 0.2 とする。

P.127 1～7 行目 
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答 kN6
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答 kN4.7

P.128 30～31 行目 

ナットと座面の摩擦力を考慮して，スパナに加え

る力を求めよ。ねじ面の摩擦係数を 3.0 とし、

スパナの有効長さは mm150 とする。 

座面の摩擦を考慮して，スパナに加える力を求め

よ。ねじ面の摩擦係数と座面の摩擦係数
N を

0.2 とし、スパナの有効長さ L を mm150 とする。

p.177 4 行目 表 8－6 から MPaZ E 189  表 8－6 から MPaZ E 190  



p.177 6 行目～8 行目 
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p.177 9 行目 
円周力として、最も小さい  NFt 5.979 を採用

する。 

円周力として、最も小さい  NFt 2.969 を採用す

る。 
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p.177 14 行目 答  kW1.85  答  kW1.83  

P.299 右段 

p.128 問題 5 の解答 
kN3.11  kN51.9  

P.299 右段 

p.128 問題 6 の解答 
N335  N204  

P.299 右段 

p.156 問 3 の解答 
直径 mm15 ，幅 mm24  直径 mm12 ，幅 mm2.19  

P.299 右段 

p.160 問題 5 の解答 
直径 mm60 ，幅 mm84  直径 mm50 ，幅 mm70  

P.302 右段 36 行目 縁応力   75 削除 

以上 


